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除染廃棄物からのセシウム濃度低減による減容化は大きな課題。濃度低減処理過程におけ
る状態変化は、処理の高効率化のための重要な情報。本研究は、熱処理（塩化揮発法）を用
いた濃度低減過程における添加剤とセシウムの状態変化にアプローチ。
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CaとCsをXAFS分析

CsのLII吸収端XAFS
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発生した除染廃棄物の処分 熱処理（塩化揮発法）を用いたセシウム濃度低減

CaCl2の変化

Gehelenite: Ca2Al[AlSiO7]
Anorthite:    CaAl2Si2O8

Pollucite: (Cs,Na)2Al2Si4O12･2H2O
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熱処理によるセシウムの濃度低減処理において、分解したCaCl2からの塩素との化学反応に

よる状態変化が解明されつつある。平衡計算を併用することで、セシウム揮発過程における
状態変化全貌が解明可能で、濃度低減処理の高効率化に向けた展開に期待できる。

XAFSより状態変化を探る

塩化揮発法による反応過程
①CaCl2 → 熱分解→ Cl2放出

②Si,Al,Ca,Cs + Cl2   → ？？？→  CsCl揮発

XAFSより得られた状態変化
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